
岡ミサンザイ古墳（藤井寺市）
ここは仲哀天皇恵我長野西陵の拝所/岡ミサンザイ古墳（5世紀末頃築造の前方後円墳）の前方部前面に所在する



　　そこで、左手を見たところ



　　同じく、右手を見たところ



　「仲哀天皇恵我長野西陵」と刻まれた標柱が立つ



　　お約束の宮内庁のお触書



　　　　周濠越しに前方部の左手を見たところ



　　同じく、周濠越しに前方部の右手を見たところ



　　　左手に回って墳丘を見たところ/左手が後円部、右手は前方部



　　そこで、右手を見たところ



　　同じく、左手を見たところ



　　　前方部から後円部方向の周濠を見たところ

　　　　年代観からすると4世紀後半頃の大王（天皇）とされる仲哀天皇の墓としては、5世紀末頃築造の岡ミサンザイ古墳では合わず、真の被葬者は雄略天皇とされるようだ



さて、さきたま古墳群の稲荷山古墳からは「金錯銘鉄剣」が出土し、その銘文からワカタケル大王である雄略天皇の実年代が判明している

大東文化大学　平成28年春　古代史講座資料より　赤字・青字部分追記



記紀による大王（天皇）の系譜が正しいとするならば、雄略天皇の崩年干支は479年頃と思われ、それを起点にして崇神天皇の実年代、倭の五王が誰なのか、

継体天皇の時代に起こったとされる筑紫君磐井の乱の真相、そして武蔵国造の乱とは何だったのかなどについて迫ってみたい！

まず、崇神天皇の実年代についてであるが、金錯銘鉄剣の銘文には、この鉄剣を作った人物の7代前が「オオビコ」という人物であったことが刻まれており、

この「オオビコ」は崇神天皇の伯父で四道将軍に名を連ねるオオビコとされるようだ

田中卓氏の説をヒントに考えると、1世代＝30年とすると金錯銘鉄剣が作られた471年から7世代前、つまり5世紀後半当時の人々の年代観としてオオビコは

261年頃に活躍していたと考えていたことが想定出来そうである（ちなみに、下図のメスリ山古墳がオオビコの墓とする見解もあるようだ）

また、古事記・住吉大社神代記では崇神天皇の崩年干支は戌寅と口伝により伝承されていたようで、諸説あるがこの年は318年とするのが崇神天皇の墓と

される行燈山古墳の造営時期などを勘案すると、最もしっくりいくように思われる

倭王権と前方後円墳/岸本直文　より　一部改変及び合成



倭の五王が誰なのか、雄略天皇は倭の五王の「武」という見解が多いようだが、まず古市・百舌鳥古墳群の様相を見てみよう

　　　　5期からより大きい古墳が築造されたことが読み取れるという

大東文化大学オープンカレッジ　平成30年春　「百舌鳥・古市古墳群の形成」　講座資料より

なお、9期の河内大塚山古墳（墳丘長335mという巨大前方後円墳）については下記の別稿を参照してください！

・　河内大塚山古墳（松原市）



　　100m級前方後円墳の被葬者には宋書に記された郡号を与えられたもの、200m以上の前方後円墳の被葬者には倭王、倭隋のようじ将軍号を与えられたが想定されるという

大東文化大学オープンカレッジ　平成30年春　「百舌鳥・古市古墳群の形成」　講座資料より



　　王墓の規模が時代と共に大きくなる流れは、7期の土師ニサンザイ古墳で止まったという

大東文化大学オープンカレッジ　平成30年春　「百舌鳥・古市古墳群の形成」　講座資料より

なお、河内の古市古墳群と百舌鳥古墳群では、王墓と目される巨大前方後円墳が交互に形成されるが、造営主体は同じであったと捉えられるということだが、

河内のエリアでも大王（天皇）を支える大豪族は一枚板ではなかった（たとえば、土師氏の中でも覇権争いがあった？）か、あるいは一氏族だけでなかった

（土師氏や葛城氏？）ことで、そのパワーバランス（后を出すなど）により造営主体が交互し、そのために造営地が交互したのではないだろうか・・・



左図は円筒埴輪の編年から前期・中期を更に細分化し、実際の

古墳を該当したもの/大東文化大学オープンカレッジ　平成30年

春　「百舌鳥・古市古墳群の形成」　講座資料より



5世紀代をアップで示したもの

※　雄略　岡ミサンザイ部分改変



さて、倭の五王はそれぞれ誰であろうか？

　　倭王（讃～珍～済～興～武）に関する文献記事

大東文化大学オープンカレッジ　平成30年春　「百舌鳥・古市古墳群の形成」　講座資料より



大東文化大学オープンカレッジ　平成30年春　「百舌鳥・古市古墳群の形成」　講座資料より



　　　倭王の没年と在位年

大東文化大学オープンカレッジ　平成30年春　「百舌鳥・古市古墳群の形成」　講座資料より

なお、讃の即位前に没した大王（天皇）を「　　」として讃・珍（及び済？）の親としているが、それは仁徳天皇なのかもしれない（ちなみに、その墓は仲津山古墳

ということになるのかも・・・）



　　最新考古学が解き明かす ヤマト建国の真相 /瀧音能之　より 大東文化大学オープンカレッジ　平成29年春　「稲荷山古墳の謎を解く」　講座資料より



さて、以上のことから次のように想定することが出来るかもしれない！



継体天皇の時代に起こったとされる筑紫君磐井の乱の真相はどのようだったのであろうか

銀象嵌銘大刀が出土したことで知られる熊本県玉名郡和水町の江田船山古墳（5世紀後半築造の前方後円墳）の被葬者は3名であると考えられており、

一人目はこの古墳の築造者である5世紀後半の被葬者、二人目は5世紀末葉ないし6世紀初頭の被葬者、三人目は6世紀前半の被葬者という

銀象嵌銘大刀の銘文にはワカタケル大王（雄略天皇）の時代にムリテが典曹という文書を司る役所に仕えていたことなどが刻まれており、この典曹人の

ムリテが二番目の被葬者という

墳丘の周りには、短甲を着けた武人の石人が配置されており、石人山古墳に始まり、6世紀前半の岩戸山古墳で最盛期を迎え、以後消滅する、墳丘の周りに

石人・石馬を配置するというこの地方独特の様相を示している

岩戸山古墳は筑紫君磐井の墓であると目されており、江田船山古墳も筑紫君一族の配下に連なった地域の中首長の墓と想像できるという

筑紫君一族の配下が時のヤマト王権に出仕していた（王権に組み込まれていた）ということを考えると、筑紫君磐井の乱がそれから間もない継体朝にヤマト

王権と対峙するような大きな争乱であったとは思えないのだが・・・（ちなみに筑紫君磐井もヤマト王権に出仕していた時期があったとも思える記述が日本書紀

残っている）

※　日本書紀では近江毛野軍の進軍をはばんで交戦した際に、磐井は近江毛野に「お前とは同じ釜の飯を食った仲だ。お前などの指示には従わない。」と

と言ったとされている（これは磐井も近江毛野と同様に、以前はヤマト王権に身を寄せる立場であったことを物語っているようにも読める）

岩戸山歴史文化交流館（八女市）のキャプションでは、筑紫君磐井にとって時の大王である継体天皇を「最大のライバル！」としている

しかし、『郷土の英雄「筑紫君 磐井」』としてみる郷土愛も結構なこととは思われるが、 当時の政治状況下でヤマト王権に組み込まれていたと思われる地方の

一豪族（大豪族ではあったようだ）が、大王とライバル関係にあると考えることには少しムリがあるのでは・・・ 

（当時、筑紫君磐井を上回るような大豪族は上毛野や尾張などにも存在している） 



「国立歴史民俗博物館研究報告 第 211 集 2018 年 3 月　東国における古墳時代地域経営の諸段階　上毛野地域を中心として　若狭 徹」　より転記
※　埼玉二子山古墳を除く諸古墳は、継体天皇の陵墓・今城塚古墳と相似形とされる（墳丘企画が同一で、その規模の大小が連帯関係を表象している）

※　古墳の相似形とは、

古墳とは第一義的には墓であるが、大王墓や首長墓には権力の象徴を示すとともに地域間のネットワーク（連帯・連合）のツールとしての機能が付加されて

おり、その意味合いから被葬者が生前から築造を開始する寿陵であり、墳丘企画を共有することがネットワーク（連帯・連合）の証となっていたと考えられる

つまり、双方の古墳の墳形が相似形ということは、地域間のネットワーク（連帯・連合）言い換えれば親和的な関係が成立していたことに他ならない

継体天皇の今城塚古墳と相似形とされる主な古墳

・尾張連草香の断夫山古墳
・上毛野君小熊の七興山古墳
・筑紫君磐井の岩戸山古墳

いずれも6世紀前半～中頃の築造



『日本書紀』には・・・ヤマト王権の近江毛野が6万人の兵を率いて、新羅に奪われた地を回復するため、朝鮮半島南部へ向かって出発したが、この計画を

知った新羅は、筑紫君磐井へ贈賄し、ヤマト王権軍の妨害を要請した。磐井は挙兵し、火の国（肥前国・肥後国）と豊の国（豊前国・豊後国）を制圧するととも

に、倭国と朝鮮半島とを結ぶ海路を封鎖して朝鮮半島諸国からの朝貢船を誘い込み、近江毛野軍の進軍をはばんで交戦した。・・・というようなことが記されて

いるようだ

一方、『古事記』には・・・磐井が大王の命に従わず無礼が多かったので殺した・・・とだけしか書かれていないらしい

また、朝鮮半島側の資料には、磐井の乱の記事は全く存在せず、新羅が磐井に賄賂を送ったとする証拠は見当たらないようだ

結果として、ヤマト王権軍と磐井軍の激しい戦闘の結果、磐井軍は敗北し、磐井は物部麁鹿火（ヤマト王権軍）に斬られたとされる

一方、『筑後国風土記』に於ける磐井の乱の記述では、その開戦は筑紫君磐井にとっては突然のことであったようで、「君」が示すようにヤマト王権に組み込

まれて連綿と連帯してきた（岩戸山古墳は今城塚古墳と相似形とされる）のに「何故？」という思いだったのかもしれない。（日本書紀では惨殺されたことに

なっているが、筑後国風土記では石製表飾品の文化を共有していた大分県のエリアに逃げ延びていることになっている）

筑後国風土記は元明天皇によって全国に作成が命じられた風土記の一つで、在地の官僚が威信を掛けて現地を調査し土地の古老にヒアリングするなどして

まとめられたものであることや、官僚にとっては脚色などの記事を歪める必然性が全くないことから、ヤマト王権に都合よく脚色されやすい記紀よりも真実性は

高いと考えられる

さて、真相は・・・

継体天皇が自分の従来の拠点近くに宮を置き、政務を執りながら、淀川水系に大型の準構造船が入港できるように開発したのは、磐井の横暴を止めるため

という考え方もあるようだが、むしろ、継体天皇のミッションの一つであった倭の朝鮮半島の権益を守り、交易拡大のためのインフラと交易ルートの整備をする

することが主眼であり、その構想に対して、独自のルートで朝鮮半島に交易を拡大し、北九州付近のヤマト王権の拠点整備に非協力的な態度であった筑紫君

磐井は咎める必要があったのではないだろうか

結局、討伐された一番の原因は当時ヤマト王権が中央集権化を強化する一環として、国造制の普及（この頃まではまだ国造制は成立していなかったとされる）



と合わせて全国の要衝（水路と道路の結節点）に屯倉を置く政策が進められていた中で、それを良しとしなかった筑紫君磐井は反逆者に仕立て上げられたの

のではなかろうか。（ちなみに、その息子・葛子はその結末に屯倉を献上し、罪を問われずにその後も末裔は繫栄している/考えようによっては筑紫君磐井は

掌握するエリアを筑紫に限定されるとともに領内に屯倉が設置されることを良しとしなかったが、息子の葛子はヤマト王権の申し入れに反対はしていなかった

のかもしれない）

そして、物部麁鹿火軍は筑紫君磐井を取り逃がした腹いせに、岩戸山古墳の石人・石馬をことごとく破壊したという尾ひれが付く。（岩戸山歴史文化交流館に

展示されている石人には腕が無く、石馬は頭部が無い）

丁度同じ頃に、「武蔵国造の乱」が起こったことになっており、その結果武蔵国にも四ヶ所の屯倉が設置されている/これも争いありきではなく、屯倉設置を

推進した言い訳（正当化）として、国造職を巡る同族間の争いがクローズアップされたに過ぎないようだ/ 当時、日本全国に屯倉が設置されているのだが、

何のトラブルもなく設置されている所がほとんどのようだ/つまり、6世紀前半はヤマト王権が国内の中央集権化を推し進める時代であり、その政策として屯倉

設置があり、それに付随して屯倉を管理する組織として国造制・部民制といった統治体制が導入されていくことになったことを日本書紀は伝えていると云うこと

のように思えるのだが・・・



武蔵国造の地位を巡り、同族の笠原直使主と小杵が争ったという武蔵国造の乱とは何だったのであろうか

さきたま古墳群の稲荷山古墳から金錯銘鉄剣が出土したわけだが、出土した場所はこの古墳の被葬者の埋葬施設があるとされる後円部の墳頂中心部の

脇の礫槨であり、金錯銘鉄剣とともに葬られた人物は稲荷山古墳の被葬者の親族（兄弟か子供）ではないかとされるようだ

さきたま古墳群は武蔵国造の奥津城とされ、武蔵国造の乱当時の国造、つまり笠原直使主の墓は最新の知見では二子山古墳になると思われる

大東文化大学オープンカレッジ　講座資料　より



稲荷山古墳の後円部から二つの埋葬施設が発見されているが、いずれも表層に近い浅い所にあり、レーザーによる調査では「真の被葬者」の埋葬施設は

もう少し深い所にあることが判っている（国指定史跡になっており、発掘は出来ていない）

二つの埋葬施設（礫槨と粘土槨）の内、礫槨から出土した金錯銘鉄剣の両面には115文字の銘文が金の象嵌で彫り込まれていた（下記はその現代語訳）

『オワケが、シキの宮で天下を治めていたワカタケル大王(雄略天皇)の親衛隊長であったことを後世に伝えるために作った鉄剣で、7代前の先祖はオオビコだ』

武蔵国造の乱については 安閑天皇元年（534年）、武蔵国の同族である笠原直使主と小杵が、以前から折り合いの付かなかった武蔵国造の地位を争ったと

日本書紀に記載されている

その内容は、小杵は関東全域に影響力を持つ上毛野（群馬）の豪族・小熊に支援を求め、笠原直使主を殺そうとした/それを察知した笠原直使主はヤマトに

逃げ経緯を訴え出た/ヤマト王権は笠原直使主を武蔵国造と認め、小杵を誅殺した/笠原直使主は感謝のしるしに４カ所の領地を屯倉としてヤマト王権に

差し出したというもの（同時期、上毛野の緑野も屯倉としてヤマト王権の支配下に入っている）

笠原直使主はその後、さきたま古墳群の系譜として武蔵国造の職を受け継いでいくことになる

上記の筑紫君磐井の乱の真相で言及したように、争いありきではなく、屯倉設置を推進した言い訳（正当化）として、国造職を巡るささやかな同族間の争いが

クローズアップされたに過ぎないようだ

では、小杵の墓はどれであろうか？

諸説あるようだが、上記の表の坂本和俊氏の説によると、さきたま古墳の丸墓山古墳ではないかという

同族であり武蔵国造の地位を争う人物であれば、元々、さきたま古墳群のエリアに葬られても不思議はないようにも思える/ただし、小競り合いの末、国造職に

就けなかったことで、その墳形は円墳となっているという（それでも国内で2番目の規模を誇る）

結果として、ヤマト王権が国内の中央集権化を推し進める政策として各地に屯倉を設置し、それに付随して屯倉を管理する組織として国造制・部民制といった

統治体制が導入されていくことになる



武蔵国造笠原直使主の墓と想定される二子山古墳/北西側から周濠越しに見たところ/左手が後円部、右手は前方部 📹 video

https://youtu.be/BaL66K76vT0


さて、最後に岡ミサンザイ古墳の墳形について見てみよう

　　岡ミサンザイ古墳と大山古墳・土師ニサンザイ古墳等の墳形を比較した図 　　最新考古学が解き明かす ヤマト建国の真相 /瀧音能之　より

大東文化大学オープンカレッジ　平成30年　春　百舌鳥・古市古墳群の形成　講座資料　より



　　　　拡大図/岡ミサンザイ古墳と大山古墳（雄略天皇の父である允恭天皇の墓とされる）の墳形は相似形



　拡大図/岡ミサンザイ古墳と土師ニサンザイ古墳（雄略天皇の兄である安康天皇の墓とされる）の墳形は相似形

親子兄弟間では同じ設計企画の墓を築造したようだ



拡大図/岡ミサンザイ古墳と小山市に所在する摩利支天塚古墳の墳形は相似形という/大王と地方の大首長との間では、相似墳を認めることによって、同盟
関係や従属関係が確認された/規制は規模であり、相似墳の造営は関係の強化であった

なお、以下の別稿も参照してください！

・　行燈山古墳（天理市）

・　佐紀盾列古墳群　その１（奈良市）

・　津堂城山古墳（藤井寺市）

・　岩戸山古墳（八女市）

・　百舌鳥・古市古墳群（大阪府堺市・藤井寺市/羽曳野市）

https://www.ohoka-inst.com/iwatoyama_kofun.pdf
https://www.ohoka-inst.com/20190122-2-9.pdf

